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工学的視点からの問題提起と提言
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出典：Vattenfall, Yttre 
Stengrund WF 

洋上風力発電事業
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調査 設計・調達・建設・設置 運用・保守 撤去

出典: Gemini wind park

出典: Gemini wind park

出典: Gemini wind park

出典：Float Mast



大量導入と習熟効果
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出典：2020年度～2021年度成果報告書 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究/洋上風力
発電等技術研究開発/次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（浮体式洋上風力発電低コス
ト化技術開発）／浮体式洋上風力発電低コスト化技術開発に関する調査



大量導入を進めるために
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セントラル方式

導入目標

プロジェクトリスク削減（予見性向上）

2040年までに30G～45GWの案件形成

コスト目標

大量導入による習熟効果

電力系統整備

再エネ海域利用法改正

許認可

制度改正

浮体式技術開発

サプライチェーン形成

標準化

洋上という特殊な環境



技術と人材の育成
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O&Mで活躍する人たち
サプライチェーンで活躍する人たち

教育機関での育成

Source: Siemens Gamesa HP
https://www.siemensgamesa.com/global/en/home/explore/jo
urnal/2023/02/bloomberg-gender-equality-index.html

出典：東京汽船HP
http://www.tokyokisen.co.jp/service/ctv.html

Source: NOA TRAINING 
https://noatraining.jp/course/bst/

Nordsee One Marine Cordination Center

Nagasaki Ocean Academy 
https://noa.nagasaki.jp/1968/これらの育成は着々と進んでいる



全体を纏める技術の開発＝それが出来る人材の育成
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発電事業者

メーカー・ベンダー

コミュニティ（学会・業界団体等）

オープン
コンセプト
アイデア

要素技術

ノウハウ
失敗体験
全体を纏める技術

IP・競争

浮体式洋上風力
発電技術研究組
合（FLOWRA）は
一つの例

一部はコミュニティで共有

洋上という特殊な環境

良いエコシステムが必要

発電技術は大きなシステム技術



問題提起・提言
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大量導入

コスト削減の大部分は習熟効果で得られる

導入目標とコスト目標は対の関係

キーワードは予見性の向上

技術と人材の育成

全体を纏める技術＝それができる人材の

育成が課題

技術と人を育てるエコシステム
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